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蠢．はじめに

歯冠修復において間接法が導入，確立され40年近

くが経過している。その間，使用材料等に多少の移

り変わりはあったものの，間接法そのものにはとく

に大きな変化もなく今日に至っている。

今回のテーマとして取り上げた外側性適合とは，

これまでさほど問題にもされずに日常の臨床で行わ

れているクラウンの咬合接触関係のことである。す

なわち，支台歯への適合はこだわりを持ってあるレ

ベルを維持すべく努力が払われているが，こと咬合

接触となるとほとんどが歯科医師まかせで，調整後

の形態，対合歯との咬合接触関係にはそれほど関心

が示されていなかった。

しかし，クラウン装着時の咬合調整の結果，咬合

面が圧印冠のように平坦に変わってしまうことは日

常臨床において時として見られる（図1）。

さらに対合歯も補綴される場合，悪循環で対合歯

もフラットな咬合面となってしまう。このような咬

合面形態が臼歯列全体に波及した場合には，咀嚼効

率の低下，さらには咬頭嵌合位の安定性にまで影響

が及ぶことも考えられ，見過ごせない問題である。

本論では，このような問題に焦点を当て，いかに

口腔内において最小限の調整量で意図した咬合面形

態を再現するか，筆者らが行っている間接法につい

て理論的背景とした摂食機能保存学分野（旧第2補

綴）の研究成果をまじえて述べてみたい。

大臼歯クラウンの外側性適合を求めて
～その1～
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蠡．作業用模型について

１．作業用模型による咬合再現性

図2は患者さんの口腔内における咬合状態，図3は

アルジネート印象から起こした研究用模型を咬合さ

せ，平均値咬合器に付着した状態を示している。

模型上での咬合時と口腔内における閉口時，噛み

しめ時の咬合接触像の相違をブラックシリコーンの

透過像を用いて調べてみたところ，模型上において

は臼歯部の第1，第2小臼歯部に数点でしか咬合接触

していない（図4）が，実際の口腔内の閉口時では

大臼歯部においても接触が認められ（図5），噛みし

め時には上下大臼歯咬合面の咬合小面が白く抜け

きっている部分が出現している（図6）。

このシリコーンブラックによる透過光を被膜の厚

さから判断し，ある幅をもって定量的に表わしたも

のが図7である。厚さを色別に表示し上下咬合面に

生じた咬合小面上に重ね合わせて示している。閉口

時と噛みしめ時でその接触面積が増加しているのが

理解できる。

すなわち，模型上での咬合と口腔内における実際

の咬合接触像は異なり，さらに口腔内の咬合接触像

は噛みしめ強さとともに変化している。

この現象について岡田は透過減衰法を用い定量的

に検討している1）。すなわち，下顎第一大臼歯の咬

合接触域の変化について，咬頭嵌合位における軽度

噛みしめ時（23kgf），中程度噛みしめ時（30kgf），

強度噛みしめ時（40kgf）のそれぞれにおいて調べ

たところ，その接触点数，咬合接触面積は増加した

（図8）。

図7からPM1，M1，M2と後方歯に推移するごと

にその接触域面積が増加していくことが読み取れ

る。またM1においては中心窩より近心頬側咬頭内

斜面に接触域が出現し，遠心頬側咬頭，遠心咬頭

（辺縁隆線）の強い咬合接触域が存在する。M2に

至ってはM1と概ね同様な嵌合関係を呈し，近心頬

側咬頭内斜面および遠心頬側咬頭内斜面に歯列中最

大の接触域が観察され，中心窩が上顎機能咬頭を

“杵と臼の関係”でしっかりとサポートしている。

すなわち歯は，噛みしめ強さの増加によりその咬合

接触点が増加し，さらには面で接触しだすことが理

解できる。

では，なぜこのような現象が生じるのだろうか？
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図1 下顎第二大臼歯クラウンの咬合面。
a：上顎左側第一大臼歯クラウン。調整後平坦な咬合
面と化し装着されている。
b：下顎左側第一大臼歯のワックスアップが完了した
状態。このクラウンを通法によって製作した場合，
隣接歯同様咬合面は平坦化するものと予測される。
c：下顎左側第二大臼歯クラウン。平坦化した咬合面
観。

a b
c
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図4 咬合器上でシリコーンブラックを介
在し咬合させた状態。

図5 口腔内咬合面にシリコーンブラック
を介在させ，軽く閉口させた状態。

図6 口腔内咬合面にシリコーンブラックを
介在させた軽度噛みしめ時の咬合状態。

図2 口腔内における被験者の咬合状態（側面観）。

図7 透過光によりその接触強さを4段階に分けて表示。
赤：0～12μm，黄：13～25μm，緑：26～38μm，青：39～55μmの間隙量となる。
左図は，図4の咬合器上における閉口時の咬合接触状態を上下模型咬合面上に示したところ。
右図は，図6の噛みしめ時の咬合接触状態を上下模型咬合面上に示したところ。

図3 上下研究用模型を製作し咬合器装着した状態。



２．歯は噛みしめ時に変位する

歯が噛みしめ時に変位することは歯根膜の存在か

ら漠然とは理解できるが，加藤，三浦らは歯牙の機

能時の変位について詳細な研究を行っている2）。す

なわち加藤は，前頭面における歯の動きを記録可能

な装置（二次元微小変位計）を開発し，咬頭嵌合時

から噛みしめ時に至る前頭面内の歯の動態を記録す

ることに成功した。この装置は，図9，10に示すよ

うに上顎前歯部に取り付けられた記録装置から伸び

る測定端子の先端を，対象となる歯の定点（頬側咬

合縁付近）を決めて連結固定し，噛みしめ時の歯の

変位をマグネセンサーで検知するシステムである。

その後，三浦らにより，近遠心方向および頬舌方向

の動態も含めた三次元測定が可能となった。（図11，

12）

その結果，図13に示すように前頭面での変位経路

は，上顎第一大臼歯では咬頭嵌合位から噛みしめ時

に至る際に，遠心口蓋側方向へ100μm程度の変位

量を示し，咀嚼時にはさらに口蓋側へ変位すること

がわかった。この時の下顎第一大臼歯の変位経路は

遠心舌側方向へ回転成分の強い50μm程度の変位を

示し，咀嚼時にはさらに大きく舌側に変位する。す

なわち，上下の大臼歯は噛みしめ時に舌側および口

蓋側歯根方向に“回転”をともなう変位をするため，

接触近接域が増加するとともに完全に噛み切って抜

けている範囲が増加するのである。

これらの事実からクラウンの製作にあたっては，

機能時の歯の動態を含んだ作業用模型が必要である

ことが理解できる。変位は支台歯のみならず対合歯

にも生じており，両者の動態を包括した位置関係の

把握が必要となる。私たちが印象から起こした作業

用模型を咬合させた時，隣接歯咬合面間においてわ

ずかに隙間が生じているのを観察するが，それは安

静時の歯の位置関係が模型上に再現されているため

であり，口腔内の咬頭嵌合位における機能時のそれ

とはすでにこの時点から齟齬が生じている。

長谷川は「歯は安静時から機能時に至るとき，歯

根膜の変位のみならず歯周組織を含む顎骨をも含ん

だ組織が咬合力という外力に対応するように総力で

支えている」と記述している3）。歯科技工士もこれ

らの研究により，科学的根拠にもとづいた歯科技工

がサポートできる環境作りが迫られている。
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図8 下顎左側臼歯部の咬合近接域の咬合平面への投影像。
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図9 二次元微小変位計K型。

図11 三次元微小変位計M－3型。 図12 微小変位計計測風景。

図10 二次元微小変位計模式図。

図13 各機能時における上下顎第一大臼歯の変位様相。
a：咬頭嵌合位での噛みしめ時。b：咬合紙4枚の噛みしめ時。



３．各種作業用模型の再現性

松下は，6種類の作業用模型を製作して咬合器装

着した場合，垂直距離にしてどのくらいの浮き上が

りが生ずるかについて調べた4）（図14，15）。

この結果，全顎模型Ⅰ（対合歯に硬石膏を使用）

では267μm，全顎模型Ⅱ（対合歯に超硬石膏使用）

で204μm，片側局部模型においては205μmの浮き

上がりが見られたが，咬合印象法（以下「BI法」と

表記）では29μm，コア・インプレッション・ペー

スト法（以下「CIP法」と表記）では33μmの浮き

上がり量（平均値）となった。

このように，口腔内の支台歯・対合歯間の正確な

模型を得るためには，通常の全顎模型や片側局部模

型では200μm～250μmの浮き上がり量を呈し，単

純に垂直距離のみをとっても再現性は非常に劣る。

しかしBI法やCIP法においては，30μmとその再現

性は格段に口腔内の状態に近く，クラウンを製作す

る場合にはこれらの方法が望ましいことが理解でき

る。

次にBI法とCIP法の概要を述べる。

〔BI法（バイトインプレッション法）〕

専用のトレーを使用して，上下歯列の印象採得を

咬合状態で同時に行う方法である。まず準備した補

綴部位のレジン個歯トレーを対合歯と接触しないよ

うに調整し，バイト印象用トレーの中間部にフィル

ム用のラップを介在しておく（図16）。個歯トレー

を支台歯に圧接後，上下歯列全体を咬合嵌合位の状

態で印象採得する。この印象に一次石膏の歯型材を

注入しダウェルピンをフリーハンドで挿入してお

く。石膏硬化後に分離材を塗布，二次石膏を注入し，

さらに対合歯列部分の模型材を注入して上下一塊模

型とする。これをバーティキュレーター咬合器に装

着して硬化後上下に引き抜き，咬合印象から上下模

型を取り出す。

この方法は，歯の変位の情報を包含した印象採得

が可能である点で大変合理的である。しかし，次の

ような問題点もある。

1）専用の咬合印象用トレーと咬合器を必要とす

る。

2）咬合器装着するまで印象から模型を撤去でき

ない。

3）可撤模型を製作するにあたって若干のノウハ

ウが必要となる。
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図14 各種作業用模型の咬合高径再
現性について比較した実験結
果。
（実験方法）
被験者2名から6通りの模型

を製作した。それぞれの模型
を正確に咬合器装着し，各々
の歯型において，支台歯・対
合歯咬合面間の間隙を印象用
石膏（キサンターノ獏，ヘレウ
スクルツァー社）を用いて採
得し，サンプルとした。
各々の局部石膏バイト（サ

ンプル）を被験者の口腔内支
台歯上に戻し咬合させる。あ
らかじめ隣接歯に付与してお
いた上下標点間の距離を図15
のようにバイトチェッカーを
用いて計測し，各種模型の浮
き上がり量として算出した。

図15 バイトチェッカーによる計測風景。



4）印象採得時に咬頭嵌合位を維持するため術者

の熟練が必要となる。

5）上下咬合面間にラップが介在されるため，そ

の分の浮き上がり（10μm程度）が生じる

等である。

〔CIP法（コアーインプレッションペースト法）〕

通常の個歯トレーを使用した歯列印象採得を行

う。対合歯はテンポラリークラウン製作時のものを

使用する。支台歯の印象採得後，あらかじめ準備し

ておいたレジンテーブルを支台歯に試適し対合歯咬

合面に咬頭嵌合位における咬合接触点を与えてお

く。そのレジンテーブルに亜鉛化ユージノールペー

ストをサンドイッチ状にコーティングして咬頭嵌合

位で噛ませる。すなわち，支台歯－対合歯間の咬頭

嵌合位における咬合面局部印象を採得することにな

る。詳細については，本稿その2（次号掲載）で紹

介する。

この方法では前述のBI法とは異なり，通常の対合

歯列模型を，レジンテーブルを用いて製作した局部

対合歯模型に互換してワックスパターン咬合面を与

える。この局部対合歯にはいわゆる支台歯－局部対

合歯の咬頭嵌合位噛みしめ時における変位を捉えた

位置関係が得られていると考えられ，ワックスパ

ターン採得後，CIP法で得られた対合歯の咬合小面

を写し取り，精度の高い咬合面を与えるための最終

的な調整に使用している。さらに，鋳造後の微細な

咬合調整時にもこの局部対合歯は使用される。
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蠱．クラウン咬合面に与える咬合小面

１．なぜ咬合小面にこだわるか

前項において，CIP法により作業模型と対合歯間

に口腔内における咬頭嵌合時から軽度噛みしめ時の

位置関係が得られた。そこで次に，クラウンの軸面

形態，咬合面形態を与えていくことになるが，もし

も対合歯咬合面に咬合小面が存在するのであれば，

この小面をそっくりそのまま写し取る方法が理にか

なっている。対合歯に現れている咬合小面には現在

に至るまでの間，口腔内で咀嚼機能してきたその証

が残されており，この咬合小面の大きさ，三次元的

な位置・方向性は咬合面に与える必要かつ十分な

データとなるからである。

咬合小面の大きさは現在に至る機能状態の集積で

あるとともに，その小面の角度湾曲状態は，個人の

顎関節の動きと歯列上の個々の歯が機能時における

微小変位をも再現可能な角度を示している。咬合器

上では直線的な平面しか再現できないが，咬合小面

はわずかながら小面内に曲面が内在する。積年の記

録でかつ最新の顎運動も包含する咬合小面は，まさ

に歯冠修復を手がける歯科医師，歯科技工士にとっ

て貴重なデータとなる。

２．咬合小面の観察とワックスパターンへの複写

ワックスパターン複写の手法として対合歯咬合小

面をあらかじめマークしておき，その圧痕をできる

だけ正確に写し取るようにしている。そのためには，

CIP法で咬合面のインデックスを採得する時点から

現在までに使用していなかった咬合小面をブラッシ

ングしてプラークを除去しなければならない。咬合

小面は機能している状況にあっては鏡面状に光って

おり，微妙な曲面が観察される。また，軸面への移

行部分には明瞭な境界線が存在，咬合小面同士の隅

角部には小さいながら咬合小面が存在し，内斜面と

外斜面の中間的な角度を持して咬頭の峰を形成して

いる。このような形状（大きさ，傾斜度）を正確に

写し取り，クラウン咬合面の咬合小面としている。

よって，中心窩，小窩，溝（主溝・副溝）の付与に

おいては，咬合小面をなるべく削除しないように与

えている。これら咬合小面は，支台歯対合歯咬合面

間の関係がCIP法によって噛みしめ状態で再現され

ているため，咀嚼機能時に近い位置関係が得られて

いるものと考えている。五十嵐らの報告5）にあるよ

うに，クラウン咬合面のワックスパターンから鋳造

図16 個歯トレーおよび専用のバイト印象用トレーにラップを介
在させたところ。



体（アズキャスト）・研磨に至る段階において咬合

面は約20μm程度の減少が起こるため，修復歯付近

に上下の高径を正確にキープできるような切歯指導

釘・指導板に相当するオクルーザルストップを付与

し，相応の減少量に見合う挙上を考慮しなければな

らない。現在，便宜的にレスト板50μmを指導板に

瞬間接着剤で接着し挙上を行っている。

クラウン鋳造体の咬合面の研磨は注意深く行い，

オクルーザルストップの接触時に咬合面に与えた咬

合小面に，できるだけ多くの咬合接触点が現れるよ

うに調整を行う。
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３．再現不可能な咬合小面範囲外の咬頭干渉エリア

CIP法で得られた咬合小面の複写エリアにより，

咬頭嵌合位噛みしめ時の機能咬頭接触関係はおおむ

ね正確に得られるが，偏心運動時の接触関係につい

ては問題が生じる場合がありチェックが必要であ

る。すなわち，作業側側方運動時および前方滑走時

そして後方運動時に観察される咬頭干渉である。側

方滑走運動におけるアンテリアガイダンスは，咬頭

嵌合位における犬歯舌側面接触部分から尖塔方向に

彎曲したファセットとして出現する。また，犬歯・

第一小臼歯非機能咬頭内斜面も関与している症例も

多い。しかし，第一大臼歯，第二大臼歯に咬頭干渉

が生ずる場合がある。このような接触は，大臼歯の

歯周組織や顎関節に対して為害作用を及ぼす可能性

がある6）。

これらの咬合障害については，クラウンの口腔内

試適時に診査し咬合調整が行われるが，歯科技工サ

イドにおいて事前にチェックされればそれに越した

ことはない。

現在，以下のような方法を用いて，ワックスアッ

プ時と研磨時にチェックを行っている。

（方法1）

対合歯咬合面に現れる咬合小面から判断できる

場合，作業側側方運動における接触滑走時の咬合

小面が犬歯，第一小臼歯に出現し第二小臼歯，第

二大臼歯に存在しない場合には，第一大臼歯非機

能咬頭内斜面は側方滑走においてディスクルー

ジョンさせるべきである。

（方法2）

咬合器上で側方接触滑走をさせた場合や大臼歯

部の非機能咬頭内斜面に干渉が発生する場合に

は，上下模型のいずれかを咬合器から外して，咬

合小面を利用してフリーハンドで滑走させ，咬頭

干渉が生ずる場合を同定して内斜面干渉部分を削

除する。

（方法3）

前方運動における接触滑走時に第一大臼歯，第

二大臼歯にステップが生ずる場合，第一大臼歯の

遠心部分にインターフェアーが発生するケースが

見受けられる。これは，上顎大臼歯の植立方向が

下顎大臼歯の歯列の流れのようなスムーズなアー

チを描いておらず，ステップを生じてしまうケー

スが多い。

このような理由から，咬頭干渉が生じるケース

が見受けられる。

（方法4）

下顎後方運動をフリーハンドで行った場合に咬

頭干渉が出現することがあるが，この場合は必要

最小限の除去にとどめ，口腔内において最終

チェックがなされるべきものと考える。

以上，これらインターフェアーはワックスパター

ンの咬合面に滑走痕跡として出現するが少しずつ減

じてきている。とくに方法3，4は程度問題で，歯科

技工士の勘に頼りすぎるのは危険であり，最終的に

は歯科医師にゆだねる範疇であると考える。

次号「その2」では，口腔内における咬合調整，

CIP法による臨床の実際について述べる。

なお，引用文献については次号にて一括掲載する。
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蠶．口腔内における咬合調整

１．クラウンの咬合調整

クラウンの咬合調整には通常咬合紙を用い，咬合

面に付着した咬合印記部分（白抜き部分）を選択的

に削除する方法が一般的である。さらに，咬合紙に

マークされた部分を透かせてその抜け具合の状態か

ら判断し接触部位を同定する方法，あるいは局所的

に引き抜き試験をして接触部位を調べる補助的な方

法がある。

咬合調整の手順は，クラウン装着前の咬合状態を

印記した咬合紙とクラウン試適後，咬合調整終了後

の咬合紙の印記したものを比較し，クラウン後方

歯・クラウン前方歯の印記状況が試適前の咬合紙印

記状態とほぼ一致した時点で咬合調整が完了したも

のとみなしている。

クラウンの咬合調整は試適前の接触状態を基準に

して行われるが，最初に当たる部位はクラウン咬合

面である。その高径を減じていくと後方歯の接触が

出現してくる。さらに進めていくと前方歯の咬合接

触が現れる。最終的に前方歯，第一小臼歯あたりま

で印記できればそれで完了となる。この時点で試適

前のクラウンと比較し，試適前の咬頭傾斜角および

接触状況が再現できれば何ら問題はないが，これが

なかなか困難である。

図17は，石原が天然歯の第一，第二大臼歯72本に

ついて各咬合小面における１歯あたりの平均咬合接

触点数を調べた結果7）で，上下顎の機能咬頭内斜面

および機能咬頭寄りに多いことがわかる。これに対

し，歯科学生の臨床実習で第一，第二大臼歯に装着

された27本のクラウンの各咬合小面における１歯あ

たりの平均咬合接触点数を同様に表したのが図18で

ある。天然歯の機能咬頭咬合接触点と比較し，咬合

接触点が少ないことがわかる。すなわち，咬合調整

によって機能咬頭の残すべき部分が削除され減少し

ているものと思われる。

大臼歯クラウンの外側性適合を求めて
～その2～
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２．口腔内における咬合調整時に起こる不具合

200μm高いクラウン咬合面を口腔内で不用意に

咬合調整すると，調整終了時に図18のように本来咬

合接触を付与すべき部位に接触がなくなってしまっ

たり，平坦な咬合面となってしまったりする。咬合

接触点は数点で確保されてはいるものの，試適前の

クラウンに与えられていた機能咬頭対中心窩の緊密

な咬合状態は消失している。

クラウンに一点でも高い部分があると歯は変位す

るので，実際には高くない部位にも咬合紙が印記さ

れることが考えられる。図19は，第一大臼歯の近心

の機能咬頭外斜面，咬頭頂，内斜面，辺縁隆線，非

機能咬頭内斜面の各部位の一ヶ所に厚さ300μmの

白金箔を貼って，対合歯と一点接触となるように人

工的に咬合干渉を与えた場合の歯の動きと咬合接触

部位を表したもので，思いもよらぬ部位に咬合接触

が出現してくる。図20～22に見られるように干渉の

付与部位によって異なった接触部位となり，実際に

は咬頭干渉を付与していない機能咬頭内斜面にもシ

リコーンブラックの穿孔している部位が観察され

る。このような部位が咬合調整されれば，咬合調整

終了時に本来咬合を付与すべき機能咬頭頂，機能咬

頭内斜面の接触が喪失してしまう可能性がある。
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図17 天然歯の咬合接触。 図18 クラウンの咬合接触。

図19 咬合接触部位が歯の変異様相に及ぼす影響。

図20 咬合器上でシリコーンブラックを
介在し咬合させた状態。

図21 口腔内咬合面にシリコーンブラッ
クを介在させ，軽く閉口させた状態。

図22 口腔内咬合面にシリコーンブラックを
介在させた軽度噛みしめ時の咬合状態。



前項では，CIP法による大臼歯クラウンの修復に

ついて検証を行ってきた。ここでは，実際の臨床例

をもとに本法の紹介をしてみたい。

以下，歯科診療室と歯科技工室の製作手順に沿っ

て記述する。
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11）上顎第二大臼歯支台歯咬合面観の症例（図23）

患者さんは24歳女性で，上顎右側第二大臼歯に

メタルコアを装着後，全部鋳造冠による歯冠修復

を行った。

12）レジンテーブル製作（図24）

臼歯局部アルジ印象から模型を起こして個歯ト

レーを通法に従って製作し，さらにCIP用のレジ

ンテーブルを製作した。図24のように，四隅角に

ストッパーを付与し即重レジンでテーブルを築盛

し成形する。さらに，口腔内への搬送用に洋銀線

をつぶして屈曲した柄を付着しておく。

13）支台歯を含む臼歯列印象採得

支台歯を含む臼歯列印象について個歯トレーを

用いたシリコーン印象法で採得し，対合歯は前回

の概形模型を使用する。レジンテーブルを口腔内

に試適し，支台歯咬合面に安定していることと隣

接歯と接触していないことを確認後，対合歯と咬

合面とのクリアランスが存在することを確認す

る。また，レジンコア咬合面に直径1mm程度の孔

を2～3ヶ所維持用として開ける。

図23

図24 a｜b｜c

蠹．コアー・インプレッション・ペースト（CIP）法によるクラウン製作の実際

〔CIP法の構成〕

・レジンテーブル（歯の変位をユージノール

ペーストで記録する）（図26a，b）。

・金属のピンと板（通常は高径の保持にポイン

トの軸と画鋲を使用している）（図27c）。



咬合記録にあたっては亜鉛化ユージノールペー

ストを使用し，支台歯隅角部2mm程度を含む咬合

面および対合する咬合面を記録する。ユージノー

ルペーストを使用する理由は，支台歯歯型咬合面

に圧着させるためとこの印象材が経時的に安定し

ているということからである。
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図25 a｜b

図27a：作業用模型。
b：通法による咬合器装着。
c：CIP法による咬合器装着。

a｜b｜c

図26a：レジンテーブルに採得されたエジノールペーストによる咬合面印象。
b：レジンテーブルに採得されたエジノールペーストによる支台歯面印象。
c：レジンテーブル上に注入した超硬石膏インデックス。

a｜b｜c

採得された対合歯咬合面と支台歯面。このレジ

ンテーブルによるインプレッションペースト印象

には，支台歯，対合歯が咬頭嵌合位で咬合しそれ

ぞれの歯が三次元的な変位を起こした状態の位置

関係が記録されている。

16）作業用模型を製作し咬合器装着完了。今回は，通法によるものとCIP法の2種類のクラウンを同時に製作し

その差を調べた（図27）

14）口腔内にレジンテーブルを試適する。支台歯―対合歯咬合面の局部印象を採得する（図25）

15）採得された局部ペースト印象と石膏注入後の状態（図26）



17）CIP法によりおこした局部対合歯咬合面模型を通常の対合歯模型と互換し装着した咬合器（図28）
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18）ワックスアップ時の咬合接触関係（図29）

19）ワックスパターンの咬合面にCIP法で得られた対合歯咬合面より，咬合小面の調整を行っている

（図30）。

10）咬合調整が完了した状態のワックスパターン（図31）

わずかではあるが咬合高径が減少する。咬合器上では，蝶番軸の回転により20μm程度の調整で

終わる。時に追加する場合も生ずる。

図28 a｜b

図29 a｜b

図30 a｜b

図31 a｜b



11）通法により製作したクラウンを咬合調整（図32）

熟練した歯科医師の咬合調整ではあるが，機能咬頭がかなり減少し咬頭傾斜角も若干緩くなってきている。

咬合調整には20分程度費やされた。
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12）CIP法によるクラウンの咬合調整（図33）

咬合接触点の状態よりほとんど調整が要らないように思われる。実際これらの咬合調整にあたった担当歯科

医師のコメントによれば，咬合接触点を無くさないようにするためにわずかづつ削除するので，かなり神経を

使うとのことであった。

図32

図33 調整途中の咬合接触像。

13）通法で製作したクラウンの咬合調整時における咬合接触状態の推移（シリコーンブラックによる透過像）

（図34）

14）CIP法で製作したクラウンの咬合調整時における咬合接触状態の推移（シリコーンブラックによる透過像）

（図35）

通法におけるシリコーンブラックによる咬合診査

クラウン未装置 クラウン試適時 クラウン最終調整後

図34

クラウン未装置 クラウン試適時 クラウン最終調整後

CIP法におけるシリコーンブラックによる咬合診査

図35



日本歯技：第432号・2005年（平成17年）6月　篏

s c i e n c e

図36 上顎右側第二大臼歯のクラ
ウン症例。採得されたコアー･
ペースト印象を歯型に戻した
状態。

図37 局部咬合器に装着し，咬合
保持ピンと金属板（画鋲）が
接触した状態。

36｜37

図38 CIP法で得られた対合歯咬合
面の咬合小面を検討し，接触
部位をマークした状態。

図39 ワックスパターンの咬合面
観。

38｜39

図40 機能咬頭が対合歯咬合面と
緊密に嵌合して接触している。

図41 鋳造後の高径の減少を見込
んで，数10ミクロンメーター
高くして埋没する。

40｜41

図42 クラウン完成後，試適・装
着した（この症例では口腔内
の調整はなかった）。

図43 装着後4年2ヶ月が経過した
クラウン。

42｜43

図44 現在のクラウンをシリコー
ンブラックで診査した。

図45 シリコーンブラックに石膏
を注入して，緊密に咬合接触
している部位をマーキング。

44｜45

この症例は，装着後4年2ヶ月を経過したCIP法で

製作したクラウンである。

最後に，現在の咬合関係をシリコーンブラックで

診査した。機能咬頭が対合歯の中心窩に嵌合し，右

側大臼歯における咀嚼の要となって機能していると

考えられる。



蠧．CIP法の要点

クラウンの製作において，筆者の行っている咬合

面を再現するための要点は，以下のような手順とな

る。

① 歯の変位を含めた支台歯と対合歯咬合面の位

置関係を作業用模型に再現すること。コアー・

インプレッション・ペースト法で口腔内におけ

る歯の変位を含んだ位置関係を記録し，模型上

に再現する。

② クラウン咬合面をワックスパターンに与える

時，機能咬頭・非機能咬頭・辺縁隆線のどこ

に・どの程度の咬合小面を与えるか，対合歯の

咬合小面を基準に設計する。

③ ワックスパターンから金属に置き換わる時，

咬合高径のわずかな減少量と研磨量を見込んで

咬合接触部位を補正する。

④ 鋳造後，内側の適合を確認し隣接接触条件を

取り除いた状態で，クラウンの咬合小面を研磨

と同時に与える。

⑤ 最終的な模型上における調整は，近接部分に

植立した高径保持棒先端が金属板に接触した時

としている。

⑥ 隣接接触点の調整を近心・遠心・両側と進め

る。この時，クラウンを歯列に戻した場合と同

程度の咬合接触関係が得られているかを確認し

て最終研磨に移る。
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蠻．まとめ

クラウンに適切な咬合を付与することは，顎口腔

系が生理的な機能を営む上に必要不可欠である。歯

科技工士は，このような要件を満たした歯冠修復物

を提供していかなければならない。第一大臼歯・第

二大臼歯の咬合関係を適正に再現することは，とく

に意義あることであり，患者さんにとっても望まし

いことでもある。そのためには，従来の間接法のシ

ステムから一歩進めて，勘による咬合接触構築では

なく，歯の動きをも考慮に入れた咬合の修復方法を

展開していかねばならないと考えている。歯冠修復

にはさまざまなケースがあり，このCIP法がすべて

をカバーするとは到底考えられない。今回は，対合

歯咬合面に咬合小面があり咬合接触を確実に与えら

れる症例を取り上げたが，このような症例にはとく

に有効だと考える。CIP法はブリッジ症例にも応用

しており，その応用範囲の拡大と術式の改善を現在

行っている。

私たち歯科技工士の製作したクラウンが，生体に

より機能的に適合した価値ある歯冠修復物となり，

患者さんの健康に寄与できれば幸いである。
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